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高速開発が要求される時代、ノンプログラミングでデータ連携する技術を習得しよう！ 

『ASTERIA WARP 基礎と実践』発刊 

EPUB とプリント・オンデマンドによる NextPublishing メソッドの新刊 

 

インプレスグループで電子出版事業を手がける株式会社インプレス R&D（本社：東京都千代

田区、代表取締役社長：井芹昌信）は、次世代型出版メソッド「NextPublishing」を使った新

刊『ASTERIA WARP 基礎と実践』（著者：株式会社インフォテリア）を発刊いたしました。 

 

『ASTERIA WARP基礎と実践』 

 

著 者 ：インフォテリア株 式 会 社  

小売希望価格：電子書籍版 1800 円（税別）／印刷書籍版 2900 円（税別） 

印 刷 書 籍 版 仕 様 ：B5 変 形 判 ／モノクロ／本 文 358 ページ 

電 子 書 籍 版 フォーマット:EPUB3／Kindle Format8 

ISBN：978-4-8443-9605-5 

発 行 ：インプレス R&D 

発 売 ：インプレスコミュニケーションズ 

 

<<発行主旨>> 

データ連携ソフトのデファクトスタンダード「ASTERIA WARP」を基礎から学びたい方向

けの解説書。サンプルファイルを使って実際に試しながら学習できるので、短期間に実践力を

養える。 



 
<<内容紹介>> 

「ASTERIA WARP」を基礎から実践まで短期間に学習できる解説書です。 

ASTERIA は、アイコンをグラフィカルにつないでいくだけで簡単にデータ連携を実現でき

るソフトウェアです。コーディングを必要としないため、プログラミング経験のない方でも、

本書を読めば ASTERIA の技術を理解できます。 

また、本書はサンプルを豊富に掲載。サンプルファイルを使い実際に連携処理を作成、実行

してみることもできます。社内データベースを連携、加工し、Excel 帳票の生成を行うサンプ

ルなどは実務にすぐに活用できます。クラウドサービスとの連携処理の作りかたなども紹介し

ています。 

 

<<目次>> 

第 1 章 ASTERIA とは 

第 2 章 ASTERIA を使ってできること 

第 3 章 ASTERIA 環境構築 

第 4 章 フローサービス超入門 

第 5 章 フローサービス基礎知識 

第 6 章 開発のヒント 

第 7 章 パイプラインサービス 

第 8 章 ASTERIA 応用例 

付録 A フローコンポーネント一覧 

付録 B フローマッパー関数一覧 

付録 C パイプラインアクション一覧  

 
<<著者紹介>> 

インフォテリア株式会社（執筆者五十音順） 

●田村 健 

ソフトウェアエンジニア。2006 年より ASTERIA シリーズの開発責任者として ASTERIA シ

リーズの開発部門を率いている。 

●森 一弥 

ASTERIA シリーズ担当のシニアプロダクトマネージャー。ホワイトペーパーの執筆のほか、

開発経験を活かした ASTERIA を使ったデモ作成等を実施。 

●木村 達哉 

システムエンジニア。ASTERIA 製品トレーニングコースを開発し、講師も担当。 

 

<<販売ストア>> 

印刷書籍： 

Amazon.co.jp： http://www.amazon.co.jp/gp/product/4844396056/ 

三省堂書店オンデマンド： http://item.rakuten.co.jp/books-sanseido/c/0000000517/ 

電子書籍： 

Amazon Kindle ストア： http://www.amazon.co.jp/gp/product/B00HE85SOO/ 

楽天 kobo イーブックストア： http://rakuten.kobobooks.com/ 

Apple iBookstore： http://www.apple.com/jp/apps/ibooks/ 

インプレス R&D libura PRO（ライブラプロ）： https://libura-pro.com/ 



※各ストアでの販売は準備が整いしだい開始されます。 

※一般書店では販売しておりません。 

 

【NextPublishing とは】 

従来型の出版モデルでは経済性の観点からむずかしかった専門領域の出版を、電子書籍とプリ

ント・オンデマンド（POD）技術を利用することで実現した新時代の出版メソッドです。この方

式により、これまで世に出ていなかった専門性の高い知識の出版を目指します。 

 

【株式会社インプレス R&D】 http://www.impressRD.jp/ 

インプレスR&Dは、NextPublishingメソッドを活用した次世代型出版事業を推進する企業です。 

 

【インプレスグループ】 http://impress.jp/ 

株式会社インプレスホールディングス(本社：東京都千代田区、代表取締役：関本彰大、証券コ

ード：東証 1 部 9479)を持株会社とするメディアグループ。「IT」「音楽」「デザイン」「山岳・

自然」「モバイルサービス」を主要テーマに専門性の高いコンテンツ＋サービスを提供するメデ

ィア事業を展開しています。 

 

【お問い合わせ先】 

株式会社インプレス R&D NextPublishing センター 

〒102-0075 東京都千代田区三番町 20 番地 

TEL 03-5275-1087 

電子メール: np-info@impress.co.jp 
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